
資料３

モ タリング技術に対するモニタリング技術に対する
ニーズについてニーズについて



1. モニタリング技術活⽤にあたっての論点
●モニタリングを⾏う⽬的（管理ニーズ）

第1回資料5・p3

●モニタリングを⾏う⽬的（管理ニーズ）

維持管理のニーズ モニタリングに期待される役割
（評価の材料となる計測データの提供）

・維持管理の⾼度化による
安全性・信頼性の向上

・劣化損傷の原因となる事象の監視
・詳細点検が必要なインフラや箇所の抽出・絞り込み
・劣化損傷の発⾒ 劣化損傷箇所の特定

︵
平
常

（評価の材料となる計測デ タの提供）

点検安全性 信頼性の向上

・維持管理の効率化による
コストの縮減・平準化

・劣化損傷の発⾒、劣化損傷箇所の特定
・発⾒・特定した劣化損傷の進⾏状況の監視
・補修補強効果の確認

常
時
︶ 補修等

（⾮常時） ・地震等の災害発⽣時における迅速な変状把握

●モニタリング技術に求められるもの
• ⽬的に応じた計測内容、箇所、頻度、精度、信頼性
• 計測内容等に⾒合ったセンサ等の機器、システム
• 現場に適⽤可能な経済性、操作性、耐久性現場に適⽤可能な経済性、操作性、耐久性
• 計測データ等と劣化・損傷・修繕等との合理的関連性
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モニタリング技術に関する現場ニーズの概要

が必

維
持
管

︵
第
１
回
資

通常点検（巡回）、維持 定期・中間・特定点検 異常時点検詳細点検 追跡調査 応急措置、補修・補強後場⾯例

対象（想定） 全て 全て 損傷確認 劣化や損傷が 事前対策・補修・補強

劣化損傷等の原因
となる事象の監視

詳細点検が必要
なインフラや箇
所の抽出・絞り
込み

劣化損傷
等の診断

発⾒・特定した劣
化損傷等の進⾏状
況の監視

補修補強効果等
の確認

モニタリングに
期待される役割

全数〜

地震等の災害発⽣
時における迅速な
変状把握

管
理
の
ニ
ー
ズ

資
料
５
・
Ｐ
３
注
１
︶

（第１回資料５・P3注１）

①重要箇所は巡回 ③目視による把握が ⑪補修・補強の効果
び 法 妥 性

箇所 進⾏している箇所 が必要な箇所

主
と
し
て

災害発⽣箇所

⑦目視による把握が
難な事象 進行を

︶

⽬視できない
重要部位の確認

③目視による把握が
難な事象を定量的

注２

時に異常を見逃さな
いようにしたい。

困難な事象を定量的
に把握したい。

⑧損傷の進行等を

及び手法の妥当性
を把握したい。

（例）
・・・ 定量的に

て
⾼
度
化
に
よ
る

安
全
性
・
信
頼

困難な事象の進行を
把握したい。

高度化に関するニーズ

︵
⾮
破
壊
検
査④経年的な劣化等

⽬視では捉えられな
い有⽤情報の確認

困難な事象を定量的
に把握したい。【再掲】

⑧損傷
遠隔地から確認した
い。

遠隔地から
（例）
・・・ 適時に

る頼
性
の
向
上

高度化に関するニ ズ

効率化・合理化に関する
ニーズ

査
技
術
な
ど
点
検
技

④ 劣
の状況を把握したい。

※構造物の年齢把握を含む

②十分に巡回できな
い場合でも最小限の

⑤高所作業車・船舶
等を利用することなく（例）

主
と
し
て

効
率
化
に
よ

⑤高所作業車・船舶
等を利用することなく
安価に把握したい。
【再掲】

技
術
の
⾼
度
化
で
対

現状作業の効率化・
合理化

現状の⽔準を維持しつつ

⑨損傷の進行等を
効率的に確認したい。

確認をしたい。

⑥広い・長い・多い
施設の点検作業時

安価に把握したい。

⑩規制等の措置を
講ずる必要性を明確

・・・ 低コストで
（例）
・・・⼈⼿を掛けずに
（例）

社会的影響

よ
る
コ
ス
ト
の
縮

対
応
︶

⑥広い・長い・多い施
設の点検作業時間を
削減したい。【再掲】

※規制時間の最⼩化を含む

施設の点検作業時
間を削減したい。

講ずる必要性を明確
化したい。

・・・社会的影響
を少なく

縮
減
・
平
準
化

⑫異常の可能性が高
い箇所を効率的に抽
出したい。

3

※規制時間の最⼩化を含む

※利⽤者への注意喚起を含む注1：第1回資料から⼀部内容を修正 注２：主としてニーズがあると考える場⾯を記載



２.対象分野ごとの現場ニーズの具体化
先行的に以下の分野を対象に、現場ニーズを深堀り。先行的に以下の分野を対象に、現場 ズを深堀り。

専門家への照会により、対象箇所（部位や作業内容）を具体化。

A) 橋梁

B) 港湾施設（桟橋、岸壁、防波堤）

C) トンネル

D) 斜面（法面）D) 斜面（法面）

E) 河川堤防

F) ダム

G) 空港施設（舗装、その他構造物）

現場ニーズ（事前調査）は以下の項目（赤字）を対象に実施。

第１回委員会 資料5より抜粋

利⽤する技術によって
異なるため、試⾏の中
で検証

どの技術でも共通的
に求められるため、
各分野ごとに具体化 で検証

･･･検証対象
各分野ごとに具体化
･･･事前調査対象
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３.モニタリング技術に関するニーズの深堀り

第1回で提示 今回提示

現場ニ ズ（例）：

モニタリングを行う目的

構造物ごとの特性を
踏まえて具体化

モニタリング技術活用にあたって、全インフラ
に共通する一般的な論点を整理

現場ニーズ（例）：
「目視による把握が困難な事象を定量的に把握したい」

把握したい事象（例）：
・舗装下の床版損傷

維持管理のニーズ
・維持管理の高度化による安全性・信頼性の向上
・維持管理の効率化によるコストの縮減・平準化

・桁端部の鋼材腐食、亀裂
・PCケーブル状況（シース内の損傷、緊張力）
・箱桁内部の腐食、亀裂
・補強材等で外側を囲った部材・下部工の損傷

モニタリングに期待される役割
・劣化損傷の原因となる事象の監視
・詳細点検が必要なインフラや箇所の抽出・絞り込み
・劣化損傷の発見、劣化損傷箇所の特定
・発見・特定した劣化損傷の進行状況の監視

WGで検討（資料5参照）

把握したい事象（例）：桁端部の鋼材腐食

更に具体化

発見 特定した劣化損傷の進行状況の監視
・地震等の災害発生時における迅速な変状把握

把握したい事象を

・設定目標：
鋼材肉厚の減少量（及び概ねの位置）の把握

・ニーズを満たすために求められる条件（例）

モニタリング技術に求められるもの
•目的に応じた計測内容、箇所、頻度、精度、信頼性 把握した 事象を

踏まえて具体化 ・測定精度 ： 肉厚減少量： ○mm程度
桁端部からの位置：○○cm程度

・測定範囲：桁端部から○m程度
・把握タイミング：○○日間に一回測定
・継続すべき時間：○○年

•計測内容等に見合ったセンサ等の機器、システム
•現場に適用可能な経済性、操作性、耐久性
•計測データ等と劣化・損傷・修繕等との
合理的関連性
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継続すべき時間：○○年
・・・

※対象とするインフラ、把握したい事象等はあくまで一例



４.ニーズの優先度の考え⽅
様々な現場ニーズに対して 下記の観点から優先度を設定様々な現場ニ ズに対して、下記の観点から優先度を設定。

類似する構造・材料のインフラが多数存在するなど 多くの場類似する構造・材料のインフラが多数存在するなど、多くの場
面で適用できるもの
・・・共通性、汎用性があるもの

維持管理の課題のうち、特にモニタリング技術に期待するもの

（凡例）

・P7以降のニーズ整理にて、以下の表現をしている箇所が優先度が高いものP7以降の ズ整理にて、以下の表現をしている箇所が優先度が高いもの

・優先度の高さ 優先度①＞優先度②＞優先度③

・＊＊＊＊＊＊
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優先度①：＊＊＊＊＊



１ 劣化損傷の原因となる事象の監視

モニタリングに期待される役割ごとの現場ニーズを整理。ニーズ・課題は、高度化に関するニーズ（ ）、効率化・合理化に関するニー
ズ（ ）に着目して整理。

A) 橋梁を例にした現場ニーズの具体化

傷

効

高

１ 劣化損傷の原因となる事象の監視

①重要箇所は巡回時に異常
を見逃さないようにしたい。

・伸縮装置の段差・ずれ、舗装のポット
ホール、事故等による高欄の異常、
ケーブル断裂

３ 劣化損傷の診断
（非破壊検査技術など点検技術の高度化で対応）
（外力関係のデータ（通行量、塩分濃度等）は分析する上で有効）

４ 発見・特定した劣化損傷の進行状況の監視
（確認された損傷の進行度合い 損傷事象 周辺環境等に応じて個別に必要なモニタリング技術を利用）道路 鉄道 駐車場等を跨ぐ桁下にお

高

②十分に巡回できない場合で
も最小限の確認をしたい。

（確認された損傷の進行度合い、損傷事象、周辺環境等に応じて個別に必要なモニタリング技術を利用）

５ 補修補強効果等の確認

・道路、鉄道、駐車場等を跨ぐ桁下にお
けるうき・剥離など（落下物により第三者
被害の危険）

・漏水・遊離石灰に対する床版補修結果
の効果、塩害対策の浸食抑制効果、表
面を補強した構造物内部（塩害防止の高

付着塩分量

・重量車両の走行状況

効

⑪補修・補強の効果及び手法

２ 詳細点検が必要なインフラや箇所の抽出・絞り込み

③目視による把握が困難な事
象を定量的に判定したい

・鋼：腐食（塗装劣化含む）、亀裂
・ コンクリート（主桁・下部工）：ひびわれ、
遊離 鉄筋露出 腐食 塩分濃度 ※ 地震等の災害発生時における迅速な変状把握

面を補強 構造物内部（塩害防
ための表面被覆等）の損傷進展

高

・付着塩分量

・防食電流の通電状況（予防保全策の運
用状況）

⑪
の妥当性を把握したい。

⑥広い・長い・多い施設の点
検作業時間を削減したい。

象を定量的に判定したい。 遊離、鉄筋露出・腐食、塩分濃度
・コンクリート（床版）：漏水、遊離石灰、
ひびわれ

・共通：挙動（異常なたわみ等）

・舗装下の床版損傷、桁端部の鋼材腐

※ 地震等の災害発生時における迅速な変状把握

・地震時：伸縮装置の段差・ずれ、支承

部の異常（ズレ、ストッパー損傷等）、上
部工と下部工の相対変位（対策方法を
検討する際の参考情報）

高
効

③目視による把握が困難な事
象を定量的に判定したい。舗装下 床版損傷、桁端部 鋼材腐

食、亀裂、ケーブルの状況（シース内
の損傷、緊張力）、箱桁内部の腐食、
亀裂、補強材等で外側を囲った部材・
下部工の損傷

・コンクリート中の鉄筋
・ＰＣ鋼材の損傷

・豪雨時：下部工の洗掘
※特に交通量が多い箇所、桁下が道路・鉄道・
駐車場など第三者被害の可能性が高い箇所

・地中基礎部の損傷

優先度③：災害時に危険が生じやすい箇所

⑤高所作業車・船舶等を利用
することなく安価に把握したい。

効 ⑫異常の可能性が高い箇所を
効率的に抽出したい。

効

・橋梁点検作業車、軌陸車による点検

（脚高が高い、道路・鉄道・河川を跨ぐ、側
道・他道路が並行する等）

・ＰＣ鋼材の損傷

・橋梁点検作業車、軌陸車による点検
（脚高が高い、道路・鉄道・河川を跨ぐ、
側道・他道路が並行する等）

・地中基礎部の損傷

優先度②：目視確認が困難な箇所 優先度②：目視確認できない箇所
④経年的な劣化等の状況を
把握したい。

高

⑥広い・長い・多い施設の点検
作業時間を削減したい。

効

⑤高所作業車・船舶等を利用
することなく安価に把握したい

効

・主な確認内容は、支承部の異常、桁下

の腐食・亀裂（鋼）、ひびわれ・遊離・鉄
筋露出（コンクリート）、床版のひびわ
れ、漏水・遊離石灰、ケーブル定着部
異常

側道・他道路が並行する等）

・支承部の異常（ズレ、ストッパー損傷等）、
上部工と下部工の相対変位

優先度①：アプローチしづらい箇所

優先度①：アプローチしづらい箇所 7

することなく安価に把握したい。



劣 損傷 なる事象 監視

B) 港湾施設（桟橋、岸壁、防波堤）を例にした現場ニーズの具体化

４ 発見 特定した劣化損傷の進行状況の監視

モニタリングに期待される役割ごとの現場ニーズを整理。ニーズ・課題は、高度化に関するニーズ（ ）、効率化・合理化に関するニー
ズ（ ）に着目して整理。効

高

１ 劣化損傷の原因となる事象の監視

・岸壁：船舶の衝突による防舷材や岸
壁本体等への損傷

・防波堤：ケーソンの出入り 上部工や

４ 発見・特定した劣化損傷の進行状況の監視

高
高

①重要箇所は巡回時に異常を
見逃さないようにしたい。

⑦目視による把握が困難な事
象の進行を把握したい。 ・桟橋：上部工下面のコンクリート・鉄

筋の劣化状況

高 ⑧損傷の進行等を遠隔地から
・防波堤：ケーソンの出入り、上部工や
消波ブロックの損傷状況

２ 詳細点検が必要なインフラや箇所の抽出・絞り込み

②十分に巡回できない場合で
も最小限の確認をしたい。

効

⑩規制等の措置を講ずる必要効

優先度①：点検が困難な箇所
確認したい。

⑨損傷の進行等を効率的に確
認したい。

効

５ 補修補強効果等の確認

高

高 ・岸壁等：埋め戻した空洞部の状況

③目視による把握が困難な事
象を定量的に把握したい。

④経年的な劣化等の状況を把高

⑩規制等の措置を講ずる必要
性を明確化したい。

効

⑪補修・補強の効果及び手法

優先度①：目視が困難な箇所

・岸壁：エプロン部における土砂流出
による空洞、岸壁前面の洗掘・堆積

※ 地震等の災害発生時における迅速な変状把握

岸壁等 矢板のはらみ出し量 裏込

高 岸壁等：埋め戻した空洞部の状況
・防波堤：穴あきケーソンの補修効果

⑥広い・長い・多い施設の点検
作業時間を削減したい。

④経年的な劣化等の状況を把
握したい。

高

効

⑪補修 補強の効果及び手法
の妥当性を把握したい。

③目視による把握が困難な事
優先度①：アプローチしづらい箇所

・桟橋：上部工下面のコンクリート劣化
状況・塩分濃度、桟橋土留部の異常、
水中部の矢板継ぎ手の異常・肉厚、
被覆防食の効果、陽極消耗度

・岸壁等：矢板のはらみ出し量、裏込
土の吸い出しによる空洞化、高波浪
や津波によるマウンドや海底地盤の
洗掘・堆積

・桟橋：桟橋杭の変形量、地中基礎部
の変形量

⑤高所作業車・船舶等を利用
することなく安価に把握したい。

効

高

⑤高所作業車・船舶等を利用す
ることなく安価に把握したい。

効

③目視による把握が困難な事
象を定量的に把握したい。

・防波堤：マウンド・地盤の洗掘、被覆
ブロックの散乱、消波ブロック被覆堤
のケーソン本体の損傷・消波ブロッ
クの沈下

・防波堤：マウンド・地盤の洗掘、被覆
ブロックの散乱、消波ブロック被覆堤
のケーソン本体の損傷・消波ブロック
の沈下

（非破壊検査技術など点検技術の高度化で対応）
優先度②：目視で確認が困難な変状

⑥広い・長い・多い施設の点検
作業時間を削減したい。

効

３ 劣化損傷の診断

優先度①：目視が困難な箇所

（非破壊検査技術など点検技術の高度化で対応）

・桟橋：上部工下面の損傷、桟橋土留
部の異常、水中部の矢板継ぎ手の
異常

優先度①：アプローチしづらい箇所

⑫異常の可能性が高い箇所を
効率的に抽出したい。

効

8



１ 劣化損傷の原因となる事象の監視

C) トンネルを例にした現場ニーズの具体化

４ 発見 特定した劣化損傷の進行状況の監視

モニタリングに期待される役割ごとの現場ニーズを整理。ニーズ・課題は、高度化に関するニーズ（ ）、効率化・合理化に関するニー
ズ（ ）に着目して整理。効

高

１ 劣化損傷の原因となる事象の監視

・覆工のひびわれの幅・進行・発生パ
ターン

４ 発見・特定した劣化損傷の進行状況の監視

・ トンネル変位（変状が一定範囲を

超えた場合にリアルタイムで道

高

高

①重要箇所は巡回時に異常を見
逃さないようにしたい。

②十分 巡 きな 場合 も
⑧損傷の進行等を遠隔地から確認

高 ⑦目視による把握が困難な事象の
進行を把握したい。

タ ン

２ 詳細点検が必要なインフラや箇所の抽出・絞り込み

優先度①：定量的に把握できない事象

・ひずみ、応力、温度に基づくひび

割れ要因の把握（温度条件によ
る変化のモニタリング）

路管理者に通報、注意喚起）
高②十分に巡回できない場合でも

最小限の確認をしたい。
効

⑧損傷の進行等を遠隔地から確認
したい。

⑨損傷の進行等を効率的に確認し
たい。

効

・覆工のひびわれの幅・進行・発生パ
ターン

５ 補修補強効果等の確認

③目視による把握が困難な事象
を定量的に把握したい。

高

④経年的な劣化等の状況を把握高

⑩規制等の措置を講ずる必要性を
明確化したい。

効

ターン
・覆工の背面空洞
・断面変状

※ 地震等の災害発生時における迅速な変状把握

優先度①：定量的に把握できない事象

・覆工に内面補強を施した場合

（不可視部）におけるひび割れ等
の進行状況

⑥広い・長い・多い施設の点検作
業時間を削減したい。

効

④経年的な劣化等の状況を把握
したい。

高

⑪補修・補強の効果及び手法の妥
当性を把握したい。

高

※ 地震等の災害発生時における迅速な変状把握

・ボルト、取付金具の緩み

優先度②：点検箇所数が多い
高

⑤高所作業車・船舶等を利用す
ることなく安価に把握したい。

効
③目視による把握が困難な事象を
定量的に把握したい。

３ 劣化損傷の診断

（非破壊検査技術など点検技術の高度化で対応） ⑥広い・長い・多い施設の点検作
業時間を削減したい。

⑤高所作業車・船舶等を利用する
ことなく安価に把握したい。

効

効

・ トンネル坑口部における落石、
土砂、擁壁変化

9

⑫異常の可能性が高い箇所を効率
的に抽出したい。

効

業時間を削減した 。



１ 不安定化または劣化損傷の原因となる事象の監視

D) 斜面（法面）を例にした現場ニーズの具体化

４ 発見 特定した不安定化または劣化損傷の進行状況の監視

モニタリングに期待される役割ごとの現場ニーズを整理。ニーズ・課題は、高度化に関するニーズ（ ）、効率化・合理化に関するニー
ズ（ ）に着目して整理。効

高

１ 不安定化または劣化損傷の原因となる事象の監視

・路面上の落石、土砂流出、土石流

４ 発見・特定した不安定化または劣化損傷の進行状況の監視

・地滑り、落石危険箇所の変位

（事前通行規制実施・解除の技術的
判断に活用）優先度②：通行上、危険な事象

高 ①重要箇所は巡回時に異常を
見逃さないようにしたい。

②十分に巡回できない場合でも効 ⑧損傷の進行等を遠隔地から確高

高 ⑦目視による把握が困難な事象
の進行を把握したい

２ 詳細点検が必要なインフラや箇所の抽出・絞り込み

・露頭岩の確認（落石危険性箇所）
・急峻な地形における落石の危険
性把握（山間部の１割程度）

優先度②：アプローチしづらい箇所

②十分に巡回できない場合でも
最小限の確認をしたい。

効 ⑧損傷の進行等を遠隔地から確
認したい。

高

⑨損傷の進行等を効率的に確認
したい。

効

・自然斜面の法面形状の変化・変位
（土砂・落石の危険性把握）

５ 補修補強効果等の確認

高

・グランドアンカーの張力

③目視による把握が困難な事
象を定量的に把握したい

④経年的な劣化等の状況を把
握したい。

高

⑩規制等の措置を講ずる必要性
を明確化したい。

効

※ 地震等の災害発生時における迅速な変状把握

優先度①：定量的に把握しづらい事象

・急峻な地形における地滑り・落石

の危険個所の変位（山間部の１割

・グランドアンカーの打設効果
⑤高所作業車・船舶等を利用す
ることなく安価に把握したい。

効

⑪補修・補強の効果及び手法の
妥当性を把握したい。

高

の危険個所の変位（山間部の１割
程度）

優先度②：アプローチしづらい箇所

高
⑥広い・長い・多い施設の点検
作業時間を削減したい。

効 ③目視による把握が困難な事象
を定量的に把握したい。

⑤高所作業車・船舶等を利用す
ることなく安価に把握したい

効

３ 不安定化・劣化損傷の診断
・土石流、地滑り時における土砂量

の算定（特に点検車両が進入でき
ない場合）

（非破壊検査技術など点検技術の高度化で対応）

・・・点検ニーズ例
※地すべり防止対策施設等の不可視部の点検を効率よく行う技術開発

⑥広い・長い・多い施設の点検作
業時間を削減したい。

効

ることなく安価に把握したい。

・落石、土石流、地滑り

優先度②：通行上、危険な事象

10自然斜面の不安定化の把握に係る現場ニーズ 部材の劣化把握に係る現場ニーズ凡例：

⑫異常の可能性が高い箇所を効
率的に抽出したい。

効



１ 劣化損傷の原因となる事象の監視

E) 河川堤防を例にした現場ニーズの具体化

４ 発見 特定 た劣化損傷 進行状況 監視

モニタリングに期待される役割ごとの現場ニーズを整理。ニーズ・課題は、高度化に関するニーズ（ ）、効率化・合理化に関するニー
ズ（ ）に着目して整理。効

高

１ 劣化損傷の原因となる事象の監視 ４ 発見・特定した劣化損傷の進行状況の監視

高

高

・土堤の空洞（高さ・形状の把握）やゆ
るみ、舗装下の亀裂などの変状

優先度①：目視確認が困難な事象

・出水時の土堤の浸潤線発達状況、
漏水・すべりなどの変状発生の把握

①重要箇所は巡回時に異常を
見逃さないようにしたい。

⑧損傷 進行等を遠隔地から

高 ⑦目視による把握が困難な事
象の進行を把握したい。

高

・河川堤防や護岸の沈下状況および
空洞化（高さ・形状）の進捗

、・土堤の亀裂、陥没、抜け上がり、沈下、
法面滑りなどの変状

優先度②：治水上、危険な事象

②十分に巡回できない場合でも
最小限の確認をしたい。

効
⑧損傷の進行等を遠隔地から
確認したい。

⑨損傷の進行等を効率的に確
認したい。

効

２ 詳細点検が必要なインフラや箇所の抽出・絞り込み

５ 補修補強効果等の確認高

・矢板基礎の劣化

・河道内の樹木繁茂や土砂堆積

出水時の土堤の浸潤線発達状況 漏

③目視による把握が困難な事
象を定量的に把握したい

⑩規制等の措置を講ずる必要
性を明確化したい。

効

高
・コンクリート構造物の法覆工のひび
われの幅・深さ（貫通の有無）・進
行・発生パターン

・川表の遮水工（矢板）の効果（堤体内
水位の改善）

・ドレーン工法後の排水機能（目詰まり）
・基礎地盤及び堤体の土質構造、地
下水位の連続的な把握

・出水時の土堤の浸潤線発達状況、漏
水・すべりなどの変状発生の把握

④経年的な劣化等の状況を把
握したい。

高

⑪補修・補強の効果及び手法
の妥当性を把握したい。

※ 地震等の災害発生時における迅速な変状把握
・土堤の空洞（高さ・形状の把握）やゆ

るみ、舗装下の亀裂などの変状の定
量的把握

優先度①：目視確認が困難な事象

・土堤の空洞（高さ・形状の把握）やゆ
るみ、舗装下の亀裂などの変状

優先度①：目視確認が困難な事象

⑤高所作業車・船舶等を利用す
ることなく安価に把握したい。

効

③目視による把握が困難な事象を
定量的に把握したい。

高

び

・土堤の亀裂、陥没、抜け上がり、沈
下、法面滑りなどの定量的把握

優先度②：治水上、危険な事象

優先度①：目視確認が困難な事象

、・土堤の亀裂、陥没、抜け上がり、沈下、
法面滑りなどの変状

優先度②：治水上、危険な事象

⑥広い・長い・多い施設の点検
作業時間を削減したい。

効

⑥広い・長い・多い施設の点検作
業時間を削減したい。

効

⑤高所作業車・船舶等を利用する
ことなく安価に把握したい。

効

・堤体内水位の把握（出水時）

３ 劣化損傷の診断
（非破壊検査技術など点検技術の高度化で対応）

・ コンクリート構造物の法覆工のひび

われの幅・深さ（貫通の有無）・進
行・発生パターン
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⑫異常の可能性が高い箇所を効
率的に抽出したい。

効



１ 劣化損傷の原因となる事象の監視

F) ダムを例にした現場ニーズの具体化

４ 発見 特定した劣化損傷の進行状況の監視

モニタリングに期待される役割ごとの現場ニーズを整理。ニーズ・課題は、高度化に関するニーズ（ ）、効率化・合理化に関するニー
ズ（ ）に着目して整理。効

高

１ 劣化損傷の原因となる事象の監視 ４ 発見・特定した劣化損傷の進行状況の監視

高

・ダム堤体 ゲート・洪水吐き等の変

①重要箇所は巡回時に異常を
見逃さないようにしたい。

高 ⑦目視による把握が困難な事
象の進行を把握したい。

・ダム堤体等の不可視部（堤体コン
クリート内部、貯水面下の堤体上
流面部など）の変状の状況把握

２ 詳細点検が必要なイ や箇所 抽出 絞り込

高
・ダム堤体、ゲート・洪水吐き等の変
状の把握

②十分に巡回できない場合でも
最小限の確認をしたい。

効
⑧損傷の進行等を遠隔地から
確認したい。

⑨損傷の進行等を効率的に確
認したい。

効

・異常な漏水の状況把握

・ダム堤体、ゲート・洪水吐き等の変
状の状況把握

２ 詳細点検が必要なインフラや箇所の抽出・絞り込み

５ 補修補強効果等の確認

高 ・ダム堤体等の不可視部（堤体コンク
リート内部、貯水面下の堤体上流面
部など）の変状箇所や規模の把握

・貯水池全体にわたる堆砂・水質等
の状況把握

③目視による把握が困難な事
象を定量的に把握したい

⑩規制等の措置を講ずる必要
性を明確化したい。

効

※ 地震等の災害発生時における迅速な変状把握

５ 補修補強効果等の確認

高

部など）の変状箇所や規模の把握

・異常な漏水が見られる場合の経路
の把握

・貯水池全体にわたる堆砂・水質対
策の効果の確認

④経年的な劣化等の状況を把
握したい。

高 ⑪補修・補強の効果及び手法の
妥当性を把握したい。

※ 地震等の災害発生時における迅速な変状把握

高
・ダム堤体、ゲート・洪水吐き等の変
状箇所や規模の把握

貯水池全体にわたる堆砂 水質等

⑤高所作業車・船舶等を利用す
ることなく安価に把握したい。

効
③目視による把握が困難な事象
を定量的に把握したい。

⑤高所作業車 船舶等を利用す効・貯水池全体にわたる堆砂・水質等
の状況把握

・漏水量の急変、濁りの把握

⑥広い・長い・多い施設の点検
作業時間を削減したい。

効

⑥広い・長い・多い施設の点検作
業時間を削減したい。

効

⑤高所作業車・船舶等を利用す
ることなく安価に把握したい。

効

３ 劣化損傷の診断

（非破壊検査技術など点検技術の高度化で対応）

12

・ ダム堤体、ゲート・洪水吐き等の変
状箇所や規模の把握⑫異常の可能性が高い箇所を効

率的に抽出したい。
効



１ 劣化損傷の原因となる事象の監視

G) 空港施設（舗装、その他構造物）を例にした現場ニーズの具体化

傷 進 監視

モニタリングに期待される役割ごとの現場ニーズを整理。ニーズ・課題は、高度化に関するニーズ（ ）、効率化・合理化に関す
るニーズ（ ）に着目して整理。

高

効

１ 劣化損傷の原因となる事象の監視 ４ 発見・特定した劣化損傷の進行状況の監視

高

・舗装（滑走路等）：クラック、わだち掘
れ

優先度① 目視確認が困難な事象

・舗装（アスファルト舗装）：舗装体内
の砂利化、層間剥離

①重要箇所は巡回時に異常を見
逃さないようにしたい。

②十分に巡回 きな 場合 も最

高 ⑦目視による把握が困難な事
象の進行を把握したい。

２ 詳細点検が必要なインフラや箇所の抽出・絞り込み

優先度①：舗装の劣化予測に反映高
優先度①：目視確認が困難な事象

・ ＦＲＰＭ管（幹線排水） ：挙動等（ひず
み、応力、壁面の異常（変色等））

②十分に巡回できない場合でも最
小限の確認をしたい。

効
⑧損傷の進行等を遠隔地から
確認したい。

⑨損傷の進行等を効率的に確
認したい。

効

５ 補修補強効果等の確認

高

優先度①：広範囲、点検時間の削減

・舗装（滑走路等）：クラック、わだち掘
れ

③目視による把握が困難な事象
を定量的に把握したい

⑩規制等の措置を講ずる必要
性を明確化したい。

効

※ 地震等の災害発生時における迅速な変状把握

・鋼構造物（橋梁、進入灯橋梁、人工
地盤） ：腐食（塗装劣化を含む。）、
亀裂

（舗装の場合は、各種補修材料があり、補修後の一定の効果は認められ
ているため必要性は低い）

⑤高所作業車・船舶等を利用する

④経年的な劣化等の状況を把握
したい。

高

効

高

・コンクリート構造物（幹線排水、共同
溝） ：ひび割れ、遊離、鉄筋露出、塩
分濃度、漏水

⑤高所作業車 船舶等を利用する
ことなく安価に把握したい。

効

⑥広い・長い・多い施設の点検作
業時間を削減したい。

効

③目視による把握が困難な事象
を定量的に把握したい。

⑤高所作業車・船舶等を利用す
ることなく安価に把握したい。

効

・舗装（滑走路等）：舗装下部の空洞
３ 劣化損傷の診断

（舗装の劣化損傷は目視で確認することが可能、鋼及びコンクリート構造 ⑫異常の可能性が高い箇所を効効

⑥広い・長い・多い施設の点検作
業時間を削減したい。

効

装 劣 損傷 視 認す 、鋼 構
物は非破壊検査技術など点検技術の高度化で対応）
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⑫異常 可能性 高 箇所を効
率的に抽出したい。

効

舗装に係る現場ニーズ その他構造物に係る現場ニーズ凡例：


